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下水道コンクリート構造物の防食被覆工法を対象とし、防食被覆層の品質試験を行います。 

 

  下水道構造物におけるコンクリートの硫酸劣化   

下水道構造物では、「硫酸（H2SO4）」によるコンクリートの劣化が問題

となります。右の写真は、下水管路内を撮影した例です。管路内で「硫

化水素ガス（H2S）」が発生すると、硫化水素は管路内表面の水分に溶

け込んだのちに、硫黄酸化細菌の働きによって硫酸へと変化します。こ

の硫酸がコンクリートを侵食します。なお、硫化水素ガスは、下水に含

まれる硫酸イオンに硫酸還元細菌が作用することで発生します。 

 

  防食被覆層の品質試験   

 JIS A 7502-2 には、下水道構造物のコンクリート腐食対策技術として、３つの防食被覆工法（塗布型ライニング

工法、シートライニング工法、モルタルライニング工法）が示されています。また、これらの防食被覆層の品質を、

以下の試験方法により確認することが規定されています。（〇印は、各工法に必要な試験項目を表します。） 
 

試験項目 
防食被覆工法の種類 

塗布型ライニング工法 シートライニング工法 モルタルライニング工法 

外観試験 〇 〇  

浸せき試験 〇 〇 〇 

硫黄侵入深さ試験 

（EPMA による元素分析） 
〇 〇  

硫酸浸透深さ試験   〇 

透水試験 〇 〇  

接着強さ試験 〇  〇 

固着強さ試験  〇  

圧縮強さ試験   〇 

長さ変化試験   〇 
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下水管路の天井面が硫酸に侵食

された状況（粗骨材が露出） 

浸せき試験 

硫黄侵入深さ試験 

（EPMA 元素分析） 

透水試験 接着強さ試験 

https://www.gbrc.or.jp/assets/documents/gbrc/GBRC169_828.pdf

